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就任のごあいさつ

理事長 鶴 義 勝

新春の候、ますますこ健勝のこととお慶び申し上げます。

平成28年 6月 19日 付けで、当センターの理事長に就任しましたので、―言こ挨

拶申し上げます。

私は、従前より、弁護士として、職務上、凶悪事件の刑事被告人の弁護もたく

さん引き受けて参りましたが、その際、法廷の傍聴席で、すすり泣いたり、ある

いは、感情を押し殺して、じつと被告人を見つめる被害者遺族のお姿を目撃し、私自身、ある種の負い目を

感じるようなことが度々ありました。率直に申しますと、刑事事件の法廷で、白々しい嘘をついてまで、罪

を免れるようとする被告人を、職務と|よいえ、何故、自分 |よ真顔で弁護しなければならないのか、という素

朴な疑間が生じることがしばしばあった訳です。

そうしたところ、平成21年 12月 には、刑事被告事件への被害者参力B制度がスター トし、山□県内での被害

者参力□制度を利用した第 1号事件の被害者参力]代理人を担当させて頂き、以降、山□県内で被害者参力0代理

人を多数担当させて頂きました。そして、その後は、当センターの相談員、支援員の方とともに被害者支援

に取り組む機会が増えましたが、この度、理事長就任の機会を頂きましたので、今後 |よ、組織力の強化、関

係機関の連携なども含めて、更なる被害者支援の充実のため、努力して参りたいと思います。浅学な私では

こざいますが、何卒宜しくお願いします。

着任ご挨拶

事務局長代理 田  上  秀  雄

昨年 12月 1日 から、縁あつて山□被害者支援センターでお世話になつてい

ます。

この紙面をお借りしまして、ひとことこ挨拶を申し上げます。

私 |よ、平成21年 3月末で山□県警察を退職し、その後 5年間、―般社団法人山

□県 トラック協会で業務部長として勤務した後、平成26年 5月から平成28年 6月

までの 2年間、一般社団法人山□県タクシー協会専務理事として勤務しておりました。

昨年11月 に、当センターの関係者の方から事務局長就任の要請があり、思案の結果老体に鞭打つて、何と

かお手伝いができればと思い事務局長代理として勤務させていただいております。

最近の被害者支援の現状を見るに、多くの被害者の方々が、それぞれ悩みを持ち、精神的にも経済的に

も、社会から孤立しているケースを見分するに、胸が痛くなる思いです。

私も長い警察人生の経験から、多くの凶悪事件の被害者や交通事故の被害者の方々と接した経験を活かし

て、少しでも被害者の立場に立ち、寄り添つて活動できるような相談員の育成やセンターの支援活動を、関

係行政機関のこ支援・こ指導を賜りながら、理事長 |よじめ理事、会員、ボランティアの皆様の、こ協力のも

とに事業を推進して参りたいと考えております。どうぞよろしくお願い申し上げます。



平成28年 6月 19日 、山□市セミナーパークで平成28年度定時社員総会が開催されました。

事務局より平成27年度の事業報告、決算報告がされ、原案通り承認されました。

★平成27年度支援状況の報告

相談内容 電話相談 面接相談 直接支援 計

身体犯

殺人 (傷害致死) 4 0 0 4

強盗 (致死傷) 0 0 0 0

強姦 4 2 0 6

強制わいせつ 18 5 9 32

その他の性暴力 4 0 2 6

暴行。傷害 2 0 0 2

その他の身体犯 1 0 1 2

交通犯

危険運転致死傷 0 0 0 0

交通死亡事故 18 5 25 48

交通事故 15 4 6 25

財産的被害 7 5 1 13

DV 17 6 5 28

ストーカー 2 0 3

虐待 2 0 0 2

その他

死別。自殺 0 0 0 0

災害被害 0 0 0 0

その他 64 6 2 72

計 158 34 51 243

☆平成28年度役員

理 事 長 鶴   義 勝 弁護士

副理事長 島 田 令 子 団体役員

理  事   _ 原   昌 克 団体役員

理  事 山 根 捷 二 事務局員

理  事 藤 本 宏 志 会社役員

理  事 新 丼 道 子 会社役員

理  事 太 田 列 子 臨床心理士

理  事 押 江   隆 大学講師、臨床心理士

理  事 坂 丼   譲 団体役員

理  事 近 間 純 栄 会社役員

理  事 原   伸 一 医師

監  事 青 海 博 文 税理士

監  事 渡 邊 一 正 司法書士
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昨年 5月 22日、入江 杏さんを講師にお迎えし、山ログランド
ホテルにおいて公開講座を開催しました。県内外から多数の参加

者がありました。

入江さんは平成12年に大切な家族を亡くされ、大変辛い経験を

され被害者遺族として、苦しみながらも「よく生きよう」という

強い信念のもと歩み出されました。

入江さん|よ 「人生に悲しみの扉を通じてしか見えないものがある、悲しんでいるときほど、悲しみの原

因と深くつながつている時|よない。死者は常に生者を思つている、生者の傍にいる。かなしみ |ま 「悲し

み」「哀しみ」そして「愛しみ」大切な家族に生きる道じるべを与えられたと気づき、自身の悲しみと向

き合い、そして、他人の悲しみにも目を向ける社会であつてほしい」と講演の中でメッセージを発信され

ました。

全国フォーラム及び全国ネットワーク研修

2016年 9月 30日から10月 2日の 3日間にわたり東京都内において全国被害者支援ネットワーク主催の全

国フォーラムと全国ネットワーク研修が開催されました。フォーラムでのパネルディスカッションは「これ

からの犯罪被害者支援について」をテーマに国、行政、被害者支援センターの方々がパネリストとして、第

3次犯罪被害者等基本計画などについて議論されました。

研修会での平井理事長による基調講演では犯罪の多様化、それによつて直接支援の多様化も必要とされ、

支援員としての専門性が間われ、実践している研修をより充実させることが必要であり、また他機関との連

携もよリー層深めていくことが必要だと述べられました。
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犯罪被害者に必要な支援

公益社団法人被害者支援都民センター自助グループに所属されている糸賀美恵さん|よ、平成14年 5月 13日

早朝に、ベッドで寝ていた当時25歳の長男を、以前交際していた女性にナイフで刺され、命を奪われるとい

う殺人事件の被害者こ遺族です。

当時の刑事裁判は裁判員制度も、被害者参カロ制度も、損害賠償命令制度もなにもなかつた状況で、裁判に

行き、苦しかつたことを切々とお話しされました。

糸賀さんは事件から2年後、被害者支援都民センターと出会い、苦しい、悲しい、悔しい、誰にも言えな

かつた思いを0■き出すことができ、「心の中の大きな傷」からすこしずつ癒されました。

事件後の心の傷から立ち直るためには、周囲の人たちの温かい関わり、支えだということを被害者支援都

民センターの方々の支援から強く感じられたそうです。

そして、「もし、事件事故で被害に遭つた方、また遭いそうな思いをしている方、―人で苦しまないで、

声を上げてください。声を届けてください。けつして一人ではありませんから」と力強く訴えられました。

パネルディスカッシ ョン「犯罪被害者を広 く地域で支えるために」

コーディネーター :加登田 恵子氏 山□県立大学副学長 (地域共生センター所長)
鶴   義勝氏 山□県弁護士会犯罪被害者支援センター委員長

公益社団法人 山□被害者支援センター理事長
中村 美佐夫氏 山□県警察本部警務部警察県民課長

山□県被害者支援連絡協議会幹事長

太田  列子氏 山□県臨床心理士被害者支援部会理事
被害者支援カウンセラー

糸賀  美恵氏 基調講演者

パネリストの方々が、犯罪被害者及びこ遺族が必要な支援について各自の立場で話をされました。被害者

やこ遺族にとつて事件後の色々な手続き等の負担を軽減するために、ワンストップサービスかあるい|よ被害

者支援センターの支援員が付き添う直接支援が大事だと話し合われました。

大
障
□
雌

支え合い

寄り添う心
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ン 6月 20日 防府市 イオン防府店5月 12日 山口市ゆめタウ

7月 15日 下松市 サンリブ下松 8月 20日 周南市 文化会館 警察音楽隊 サマーコンサート

長門市 ラポールゆや8月 20日

―
炉

山口県人権フェスティバル 10月 20日 萩市民会館 犯罪のない町づくり県民大会

11月 6日 阿知須きらら博多目的ドーム 視閲式



講演 0シ ンポジウム

「性暴力を考える」

平成28年 12月 18日国山□市小郡にある「山ログランドホテ

ル」において、当センター主催の「性暴力を考える」講演・シン

ポジウムを多数の来場者を迎えて開催しました。

i=.    ■■  3人 の講師による講演内容 |よ夫婦間の性暴力、幼児期の性被
害、DVという性暴力の経験者として当事者の立場として、性暴力にあうということがどういうことか、また

被害後の苦しみと戦いながら生きることについて等でした。

昨今テレビでおなじみの俳優や有名大学の学生たちによる性犯罪事件が多発している中、関心も高まつて

いたのか、大勢の皆さまにこ来場いただきました。

『 講演・シンポジウムを聞いてこ感想 』

*20代女性 *

自分は“サバイバー"であることをつい数ヶ月前に矢□りました。被害にあつたのは約20年前で、警察の資料

は残つておらず、時効の問題もあり、このことに向き合おうと今やつと思える段階になつても手段がないこ

とに愕然としております。今日この会で参考になるお話をたくさん聞けましたので、今後自分自身の問題と

しつかり向き合い、自分の人生を歩んでいきたいと思います。ありがとうこざいました。

*40代男性 *

大変考えさせる講演でした。

工藤さんのお話|よ、大変今後の生活していく上で考えさせられる

点がおおかつたです。あと、中島さんの話の中で「解離」という話

が出ましたが、実際に後輩がそうなつたのを見ました。意識を失つ

ていた後、別人のように名前を忘れた状態になつたりします。これ

|よパワ八ラでなつているようですが、1生暴力も同じようにもつと社

会のPoO題として、大きく取り上げるべきだと思います。

*60代女性 *

このような 3人のパネリストが山□に集まれ講演を聞けたことが幸運と思います。心に傷を負つたまま生

き続けなければならない苦しみ、想像に絶します。多くの人が言葉に出来ない被害が多いことが残念に思い

ます。

…
2016年 (平成 28年)12月 19日
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山□被害者支援センターでは、被害者支援の活動資金づくりのため、皆様方のこ協力により、清涼飲料水

等を販売する支援自動販売機を設置しております。

長年自動販売機を設置していただき犯罪被害支援に多大な貢献をされた下記掲載の事業所等に、平成28年

度の週間行事に感謝状をお贈りしました。

'こ の自■楓0売上壼
―
は、  ｀

担翠や交通軍餞などによう機害者
れます。

轟な 本が

ます

コープやまぐち

い新笠戸ドック

住吉工業い

岩国自動車関係業者協同組合

周南システム産業榊

フジミツい

山本内科胃腸科

学法)早輌学園

帝人欄岩国事業所

厚狭ゴルフ倶楽部

欄旭開発

深川養鶏農業協同組合

東洋ヒューム管閉

閉日立製作所 笠戸事業所
東ソー欄南陽事業所

美津濃欄

い人―トフーズ21

唐戸市場業者連合協同組合

宇部興産開発欄

学法)東亜大学学園

山□トヨタ自動車欄

セントラルゴルフマネジメントい

光興産い

長州産業欄

日本製紙腕岩国工場

※敬称略・順不同

東洋鋼飯い下松事業所

積水八ウス側

三和企業い

美祢観光開発閉

道の駅萩し一ま一と

東洋紡欄

―社)周南カントリー倶楽部

西山青果欄

いあぶクリエイション

医)博愛会

中須ゴルフ倶楽部

学法)第二麻生学園

イオン 貴色いレシ…ト キャンペ…ンにむ鵬カ
イオン防府店にセンターの投函ボックスを設置しています。

毎月11日 に、イオン防府店でお買い物をされると、黄色いレシー トが発行されます。そのレ

シー トを、店内に設置された投函コーナーにある、当センターのボックスに入れていただく

と、レシート合計金額の1%相当額の事務用品等が、イオンリテールい様より、当センターヘ寄

贈されます。被害者支援活動に有効活用いたしますので、皆様のこ協力をお願いいたします。
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学校法人早輌学園早輌自動車学校 厚狭ゴルフ倶楽部
光自動車学校 道の駅阿武町

レークスワンカントリー倶楽部  周防カントリークラブ

須恵の郷

い長府製作所

林 節子
欄日立製作所笠戸事業所

欄ブリデストン防府工場

住吉工場欄
山□被害者支援センター

道の駅萩し一ま一と

宇部興産欄

周南カントリー倶楽部

美津濃い岩国運動公園

西山青果欄
山□卜∃夕自動車欄

中須ゴルフ倶楽部

宇部マテリアルズい
日本製紙欄岩国工場

阿知須共立病院
山□短期大学

光輝病院

東洋ヒューム管い
下松市役所睦会

欄竹中工務店
ふく一る下関

柳丼病院

岩国警察署

周南警察署

山□警察署

山陽小野田警察署

下関警察署

長府警察署

柳丼警察署

交通機動隊

田中慶應進学塾

腕グットライアンス

生活協同組合コープやまぐち

東洋鋼板下松事業所

積水八ウス側山□工場
三不□企業い西日本自動車学校
日本通運い防府支店
フジミツい三隅工場

東ソー生活協同組合

東亜大学

岩国中央病院

共進い

帝人欄

岩国自動車学校
唐戸市場業者連合協同組合

徳山動物園
セントラルバークゴルフ倶楽部
山ロフラワーランド

山□市仁保斎場

道の駅北浦街道豊北

下松中央公民館

新日本製紙株式会社
みどり病院
日本通運欄防府支店

光警察署

防府警察署

山□南警察署

厚狭幹部交番

彦島幹部交番

豊田幹部交番

平生幹部交番

斎藤 隆弘
西村真知子

戸田 憲幸
佐川 優一
岸野 靖子
増山 大輔
糀  幸子
吉岡 真治

※敬称略・順不同

山□県農業協同組合中央会

長州産業い
マツダロジスティクス欄防府事業所

欄新笠戸ドック

積水八ウス欄
岩国南自動車学校

欄八一トフーズ21
道の駅おふく

周南システム産業いサンライフ周南

美津濃欄玖珂総合公園
三和企業欄早稲田イーライフ宇部

深川養鶏農業協同組合

宇部記念病院

東洋紡欄

農産物力0工販売所つつじ

山本内科胃腸科

欄OBM
サンライフ山陽

阿知須同仁病院

いフジ

新日鐵住金欄
山□市嘉川斎場
しおかぜの里角島直売所

欄ブリデストン下関工場

同いしだ クリーニング
山□宇部空港ビル

ボートレース徳山

総合交通センター

下松警察署

宇部警察署

小串警察署

美祢警察署

萩警察署

長門警察署

山□県警察本部

ルネサスセミコンダクタマニユフアクチュアリング欄

当センターの活動|よ皆様方の温かいこ支援により運営をしております。平成28年 4月～平成29年 1月まで

にこ支援をいただいた方を掲載いたしました。 ※敬称略・順不同 ※掲載を承諾された方のみ

山□県損害保険代理業協会
ベル商事い
山□県臨床心理士会

青海博文税理士事務所

有限会社 ドリームプラン

山□県警察本部警察県民課

山□県自家用自動車協会

山□県商工会連合会

山□県損害保険代理業協会

辻  龍雄
小野 勝則
木村 忠明    、
田中  陽
松永 陽子
末永 公子

青木百合子

山□県遊技業協会

西日本旅客鉄道閉

山陽小野田警察署

高瀬  泉
宇部市PTA連合会
白木 伸子

お
願

い

当支援センターに会費 (平成28年 4月 1日～平成29年 1月 31日現在)を納付し
ていただいた方々を掲載しておりますが、名簿に記載漏れ、誤字・脱字等の不備

がこざいましたらお許しください。また、その節に|まこ連絡ください。

次号に掲載させていただきますので、よろしくお願いいたします。

山□県経営者協会


